
皿－２研修・指導と教育

埋蔵文化財センターの研修と指導
1 - 1 本各地の遺跡・建造物等に関する指導・協力一覧

フゴッペ洞澗・福山城・常呂町史跡・北黄金貝塚（北海道) 、三内丸山

遺跡・市野木世跡・砂子辿跡・五所川原彼忠器窯跡群・} ｉｆ森県文化財

報告･ I I f 作成（i i j : 森) 、御所野逝跡・柳之御所逝跡・志波城跡・盛岡城跡

( 滑手) 、赤井辿跡（宮城) 、大湯環状列石・払川柵跡（秋、) 、上人械廃
寺跡・根岸辿跡範囲確擢・宮畑遺跡‘ 流廃寺跡出土鉄剣（柵島) 、常陸

I I i I 術跡推定地（茨城) 、下野凶分寺跡・飛山城跡・上神主・茂原逝跡・

篠崎寺跡（栃木) 、日尚遺跡（群馬) 、新保遺跡・県立歴史民俗文化館

鵬示（新潟) 、北代遺跡・桜町辿跡・中保Ｂ遺跡・東木稚遺跡（術1 1 1 ) 、

典脇辿跡・七足城跡（石川) 、後瀬1 1 1 城跡・小浜藩台場跡（福井) 、聖

石辿跡・駒込逝跡・恒川辿跡群（災野) 、腿塚古城・長塚・野中・西寺

' ' ' 三古墳・ｲ ．i L 飯大塚古戦・瓜巣地区逝跡・江馬氏城館跡・美濃I I i l 府

跡・顔戸南遺跡出土木製品・元屋倣陶器窯跡（岐阜) 、元脇遺跡出土木

製1 1 A の年代測定・長浜城跡・新居側跡・横須便城跡・興同寺城跡・藤

枝市史縞さん・向山古城聯及び夏椛木古墳群・県指定文化財・片1 1 1 廃

寺跡・巴川出土丸木舟・川根沢古窯跡（静岡) 、小牧山・三河国分尼寺

跡・小災杵陶器窯跡（愛知) 、細生廃寺跡・宝塚古墳・是粁屋敷遺跡・

鈴鹿i l 7 考古博物館股示・ｲ ﾉ ﾄ 倒脚分寺跡・一般l i i I 逆2 3 号線中勢道路川士

建築部材・斎宮跡調交替理システム（三砿) 、衣川廃寺跡・安土城跡・

兵主神社庭ＭＩＩ・大岩山古城群・近江同庁跡（滋賀) 、鹿苑寺庭園修羅・

椿井大塚山吉城・物集女車塚古墳・間脳寺跡・ｒｌ米1 1 1 古戦・恭仁京跡

( 東部) 、新堆廃寺等・堺市土塔（大阪) 、本岡家住宅・湯山遺跡（極

楽寺）・新宮宮内遺跡・神戸I i i 文化財・二葉町辿跡出土船部材Ｘ線搬

影・神戸市内辿跡・宮内黒I Ⅱ世跡・赤穂城跡（兵Mf ) 、キトラ古城・入

野寺石仏（奈良) 、栃本廃寺塔跡・下斉尼l ザ辿跡・岡益廃寺跡・馬場
辿跡・上淀廃寺跡出土壁l I I 1 i ・宵谷上寺地遺跡（鳥取) 、石兄銀1 1 1 逝跡・

加茂溝倉巡跡・加茂岩倉辿跡出土鋼鐸・斐( ) i 川放水路・荒烏古城群・

一般側道９号線建設予定地内遺跡・三瓶自然館展示（島根) 、岡山城跡
( 岡1 1 1 ) 、安芸I l i l 分寺跡・府中1 1 7 埋蔵文化財（広島) 、大内氏遺跡・常徳

寺庭側跡（I l I I : 二I ) 、阿波1 2 1分尼寺跡・脇町町並み（徳島) 、弘福寺領砿

岐同l l l m郡1 1 1 ⅨI ・右岡古墳群・宗吉瓦窯跡・丸屯城跡（香川) 、宇和胤

城・( ﾉ ﾄ 予世１分．､ ¥跡・来住廃寺跡（愛媛) 、神ケ谷窯跡（商知) 、前原市

文化財・五郎1 1 1 占墳・宝満山巡跡群（福岡) 、肥前国府跡・佐賀県歴史
査料館建設・名謹屋城跡並びに陣跡（佐賀) 、原の辻遺跡・脳島海底遺

跡川上遺物・金石城跡・照丸世跡・里、原逝跡（長崎) 、宇土城跡・柳

町辿跡出土木製砧・大村械穴群（熊本) 、屯塚古戦・朽造文化財（大分) 、

石造造物・西那原古墳群・寺崎遺跡・西都原古城群揃穴蕊群（宮崎) 、

消水唯雌仏・WI I I 橋移股地・碓人塚（鹿児島) 、斎場御獄・フルスト原
逝跡・肯里城川土遺物・那胤市埋蔵文化財報告: １１ド作成（沖細）

5 ８奈文研年報／1 9 9 9 - 1

1 9 9 8 年度には、主に地方公共団体の埋蔵文化財保護行

政担当者を対象にして、下記一覧表の研修を実施した。

また、右段の遺跡・建造物等について、調査もしくは整

備・修復の指導・協力を行った。（沢田正昭）
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内容

遺跡の発捌調企を進め
るために必要な堆礎的
知識と技術の研修

古代寺院の洲交研究に
関して必要な専門的知
識と技術の研修

遺
存
と

埋瀧文化財の写典搬影
等に側して必要な専門
的知識と技術の研修

遺跡測批を外注するに際
して、仕鮪ﾘ ｆの作成など
必災な卑門知識の研修

古環境復原研究のため
に必要なW【門的知織と
技術の研修

遺跡の保存離伽に関し
て必災な＃門的知繊と
技術の研修

見やすく読みやすい報告餅
の作I ) ヵと、I 蝉･ 学術誌
福典のﾉ雛にI Nj する研修

農耕側係遺跡の洲在に
必要な卑門的知繊と技
術の研修

埋灘文化財行政を担当する
上で必要な遺跡・』鋤にⅢ
する坐陛的知識の研修

生産j ､ 跡の詞を法とその成
果をもとにした工房復原の
手l Ui ・方法を学ぷ研修

埋蔵文化財の闘狂研究
へのG I S の応川に1 mす
る推礎的知識の研修

城郭跡の洲在・修復に
必笈な専門知織と技術
の研修

過跡から出こした人骨
の洲先に関して必要な
悲礎的知識の研修

物の保存に関する係
f : |学的な馴肌Ｉ的知識
技術の研修
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研究指導部
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研究鐙
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究寵

愉報資料室

保存工学
研究誰

発捌技術
研光室
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